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る。この一次式のxの前の数字（係数）が小さい
ほど、グラフの傾きが大きいことになる。グラフ
の周波数は右に行くほど高い周波数のため、
高い周波数成分が少ない場合、つまり、右に行
くほどグラフが下がるような場合、音響的には
高域成分が少ない音色になる。音色は人に
よって感じ方が違うが、一般的に高域成分が
少ないと、音がこもった感じや、暗い感じという
ことになり、高域成分は鮮やかさや煌びやか
さ、あるいは甲高さのような印象に関係する。
近似直線の係数の10-4の前の数字を見ると、冨
田の-12から、ELPの-58まで、だんだんと数が
小さくなっていくことがわかる。この数字の順
に、高い周波数成分の割合が少ない音響とな
り、鮮やかさで考えると低くなると考えられる。
　冨田版では、シンセサイザーの電子的な煌
びやかな音色によって表現されているため、他
と比べても圧倒的に高域成分が多い。ELPも
バンド演奏のため、冨田版と同じような傾向が
あるかと思うと、逆に最も低い値となっている。
この理由は、ハモンドオルガンのみによって第1
プロムナードを演奏しているため、比較的低音
域の多い重厚な演奏であったことによる。ピア
ノ演奏は、このハモンドオルガンのひとつ上の
値に位置するが、これはピアノが暗い音色とい
うことではなく、ピアノ版も低音域を生かした
重厚な和声となっていることと、オーケストラ
やシンセサイザーなどに比べれば、高音域の表
現が少ないことが考えられる。またピアノは減
衰振動する楽器なので、ヴァイオリンやトラン
ペットのように高域成分を維持するのは物理
的にも困難である。
　次に、オーケストラ編曲版の3つについて検
討してみると、トゥシュマロフ、ストコフスキー、
ラヴェルの順に係数が下がっている。この3つ
の編曲版で異なるのは、プロムナード冒頭にお

いて、ラヴェル版はトランペットのソロである
が、ストコフスキー版は第1ヴァイオリンのユニ
ゾンによって演奏されている。後半部分はどれ
も、弦楽器と管楽器による演奏となるが、この
有名なメロディをトランペットのものにしたのは
ラヴェルである。トゥシュマロフとストコフス
キー版は弦楽器中心で、ストコフスキー版は弦
楽器と木管楽器を交互に組み合わせながら、
金管楽器はアクセント的に使用している。この
アクセントがストコフスキーならではの煌びや
かなイメージとなり、ラヴェル版よりも高域の
成分が多くなっていると考えられる。トゥシュ
マロフ版は後半、シンバルが拍ごとに鳴る部分
があり、高域成分に大きく影響を与えている。
　ラヴェル版は、煌びやかなトランペットのソ
ロからスタートし、その後、トランペットソロと
金管楽器の組み合わせによって金管アンサン
ブルのような音色としている。そして、そこに弦
楽器や木管楽器が加わり、多彩な音色を構成
していく。この編曲はラヴェルの色彩的なオー
ケストレーションの代表作とも言えるが、3つの
編曲版の中でも最もピアノ版に近い値である
ことにも注目したい。ラヴェルは、この『展覧会
の絵』をオーケストレーションによって色彩的
に表現しつつも、ピアノ作品として作曲したムソ
ルグスキーのオリジナルの色彩もちゃんと保た
せていることをスペクトルが示唆している。
　このように、プロムナードは展覧会の絵の色
の基準を作る重要な部分である。10枚の絵の
色の印象を決めるのは、それぞれのプロムナー
ドであり、このプロムナードを演出することも
美術館の重要な仕事である。今宵の美術館の
キュレーターは飯森範親氏であるが、飯森氏
がどのような色彩のプロムナードを作り出すか
を楽しみにしながら、この展覧会場に入館して
いただきたい。

それ以後、イギリスやオランダなど、ひまわりの
ある美術館を訪れて思うことは、見る場所や時
間、季節によって、色の印象が異なることであ
る。もちろん、ゴッホのひまわりは世界で5点存
在するので、違う作品は当然、色も違うのであ
るが、それよりも、心理的な鮮やかさの印象が
全く異なることに気づいた。アムステルダムの
ゴッホ美術館で見た時は落ち着いた感じ、ロン
ドンでは鮮やかな感じと、色の印象そのもの
が違う。絵画は光によって見え方が変わるが、
美術館の照明はある程度同じものである。
　ではなぜ、色の感じが違って見えたかという
と、場所や時間によって、絵を見るまでの太陽
の光や部屋の光が違うことによるのではない
か。「ひまわり」を鑑賞するまでに、太陽の光に
つつまれて美術館を訪れ、展示室に入り、その
時の明るさが基準となって作品を見ることに
なるため、印象が違って感じるのではないだろ
うか。オランダで見たひまわりは、夏のアムステ
ルダムの明るい太陽を感じながら美術館に
入ったため、きっと落ち着いた感じに見えたの
だと思える。ロンドンでは霧の暗い日だったた
め、鮮やかに見えたに違いない。そのように考
えると、今回の『展覧会の絵』では、プロムナー
ドこそ、それぞれのタイトルの絵の色のイメー
ジを支える、重要な要素となるのではないだろ
うか。そこで、この作品の様々な編曲版におけ
る、第1プロムナードの「色」について分析を行
なってみた。
　音色という音楽の要素があるが、これを音
響学ではスペクトルと呼び、周波数の出力分布
で表すことができる。光のプリズムと同じく、音
を周波数ごとに分解して、高音域の成分が全
体のどれくらいであるかなどを検討することが
できる。そこで、冒頭のプロムナードの部分に
関して、今回演奏されるラヴェル編曲のオーケ

ストラ版を含む6つのバージョンで比較を行
なってみた。モーリス・ラヴェル版以外には、リ
ムスキー＝コルサコフが改訂を行ったオリジナ
ルに近いピアノ版、指揮者のレオポルド・ストコ
フスキーによるオーケストラ編曲版、ロックバン
ドのエマーソン・レイク＆パーマー（ELP）版、シ
ンセサイザーによる冨田勲版、それと、1891年
に初めてオーケストラに編曲されたミハエル・
トゥシュマロフ版（リムスキー＝コルサコフ版）
である。この編曲版の冒頭プロムナード全体を
スペクトル解析し、周波数成分の近似直線を
求めた。

 

　
　このグラフであるが、曲線がプロムナード全
体の周波数スペクトルのグラフで、点直線がそ
の曲線の近似直線である。グラフは上段左か
ら冨田、トゥシュマロフ、中段左からストコフス
キー、ラヴェル、下段左からピアノ、ELPの順で
ある。グラフ下にそれぞれの編曲版の数式が
書いてあるが、これは近似直線の一次式であ

　名曲のなかには様々な編曲があるものが多
い。名曲とは時代を超えて、多くの人に愛され、
その時代の様式に合わせて姿を変え、次の時
代へと受け継がれていく。このことは音楽に
限ったことではなく、文学作品が映画やアニメ
にと時代に合った姿に変えていったり、和食が
フランス料理のように姿を変えたりと、人に愛
されるものは必ず姿を変え、永続的に我々を楽
しませてくれる。今回のプログラムの『展覧会
の絵』もまた、世界的に愛されている名曲であ
り、多くの音楽家が調理法を変えて発表してき
た曲である。
　楽曲のタイトルのように、この作品は美術館
巡りのような標題となっているが、ムソルグス
キーの友人、建築家で画家のヴィクトル・ハル
トマンへのオマージュとして作曲されたものと
されている。ハルトマンは39歳で夭折したが、

他界する3年前からロシアの芸術家仲間の
サークルで知り合い、意気投合する。ムソルグ
スキーにとってはまさに友情が深まってこれか
らという時の死であるため、その無念さは大き
かったに違いない。ハルトマンの死の翌年、彼
の作品を集めた遺作展が母校のペテルブルク
美術アカデミーで開催されたが、この半年後
に組曲『展覧会の絵』が完成された。絵を飾っ
た遺作展は期間限定のものであるが、音楽作
品としてハルトマンの偉業を後世に残すことに
成功したムソルグスキーの彼への友情はとても
深いものと感じる。

　さて、私自身、絵画は大好きであるが、中で
もゴッホの「ひまわり」がお気に入りである。小
学校低学年の時に、はじめて「ひまわり」を見
た時、その明るいオレンジ色に衝撃を受けた。
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やシンセサイザーなどに比べれば、高音域の表
現が少ないことが考えられる。またピアノは減
衰振動する楽器なので、ヴァイオリンやトラン
ペットのように高域成分を維持するのは物理
的にも困難である。
　次に、オーケストラ編曲版の3つについて検
討してみると、トゥシュマロフ、ストコフスキー、
ラヴェルの順に係数が下がっている。この3つ
の編曲版で異なるのは、プロムナード冒頭にお

いて、ラヴェル版はトランペットのソロである
が、ストコフスキー版は第1ヴァイオリンのユニ
ゾンによって演奏されている。後半部分はどれ
も、弦楽器と管楽器による演奏となるが、この
有名なメロディをトランペットのものにしたのは
ラヴェルである。トゥシュマロフとストコフス
キー版は弦楽器中心で、ストコフスキー版は弦
楽器と木管楽器を交互に組み合わせながら、
金管楽器はアクセント的に使用している。この
アクセントがストコフスキーならではの煌びや
かなイメージとなり、ラヴェル版よりも高域の
成分が多くなっていると考えられる。トゥシュ
マロフ版は後半、シンバルが拍ごとに鳴る部分
があり、高域成分に大きく影響を与えている。
　ラヴェル版は、煌びやかなトランペットのソ
ロからスタートし、その後、トランペットソロと
金管楽器の組み合わせによって金管アンサン
ブルのような音色としている。そして、そこに弦
楽器や木管楽器が加わり、多彩な音色を構成
していく。この編曲はラヴェルの色彩的なオー
ケストレーションの代表作とも言えるが、3つの
編曲版の中でも最もピアノ版に近い値である
ことにも注目したい。ラヴェルは、この『展覧会
の絵』をオーケストレーションによって色彩的
に表現しつつも、ピアノ作品として作曲したムソ
ルグスキーのオリジナルの色彩もちゃんと保た
せていることをスペクトルが示唆している。
　このように、プロムナードは展覧会の絵の色
の基準を作る重要な部分である。10枚の絵の
色の印象を決めるのは、それぞれのプロムナー
ドであり、このプロムナードを演出することも
美術館の重要な仕事である。今宵の美術館の
キュレーターは飯森範親氏であるが、飯森氏
がどのような色彩のプロムナードを作り出すか
を楽しみにしながら、この展覧会場に入館して
いただきたい。

それ以後、イギリスやオランダなど、ひまわりの
ある美術館を訪れて思うことは、見る場所や時
間、季節によって、色の印象が異なることであ
る。もちろん、ゴッホのひまわりは世界で5点存
在するので、違う作品は当然、色も違うのであ
るが、それよりも、心理的な鮮やかさの印象が
全く異なることに気づいた。アムステルダムの
ゴッホ美術館で見た時は落ち着いた感じ、ロン
ドンでは鮮やかな感じと、色の印象そのもの
が違う。絵画は光によって見え方が変わるが、
美術館の照明はある程度同じものである。
　ではなぜ、色の感じが違って見えたかという
と、場所や時間によって、絵を見るまでの太陽
の光や部屋の光が違うことによるのではない
か。「ひまわり」を鑑賞するまでに、太陽の光に
つつまれて美術館を訪れ、展示室に入り、その
時の明るさが基準となって作品を見ることに
なるため、印象が違って感じるのではないだろ
うか。オランダで見たひまわりは、夏のアムステ
ルダムの明るい太陽を感じながら美術館に
入ったため、きっと落ち着いた感じに見えたの
だと思える。ロンドンでは霧の暗い日だったた
め、鮮やかに見えたに違いない。そのように考
えると、今回の『展覧会の絵』では、プロムナー
ドこそ、それぞれのタイトルの絵の色のイメー
ジを支える、重要な要素となるのではないだろ
うか。そこで、この作品の様々な編曲版におけ
る、第1プロムナードの「色」について分析を行
なってみた。
　音色という音楽の要素があるが、これを音
響学ではスペクトルと呼び、周波数の出力分布
で表すことができる。光のプリズムと同じく、音
を周波数ごとに分解して、高音域の成分が全
体のどれくらいであるかなどを検討することが
できる。そこで、冒頭のプロムナードの部分に
関して、今回演奏されるラヴェル編曲のオーケ

ストラ版を含む6つのバージョンで比較を行
なってみた。モーリス・ラヴェル版以外には、リ
ムスキー＝コルサコフが改訂を行ったオリジナ
ルに近いピアノ版、指揮者のレオポルド・ストコ
フスキーによるオーケストラ編曲版、ロックバン
ドのエマーソン・レイク＆パーマー（ELP）版、シ
ンセサイザーによる冨田勲版、それと、1891年
に初めてオーケストラに編曲されたミハエル・
トゥシュマロフ版（リムスキー＝コルサコフ版）
である。この編曲版の冒頭プロムナード全体を
スペクトル解析し、周波数成分の近似直線を
求めた。

 

　
　このグラフであるが、曲線がプロムナード全
体の周波数スペクトルのグラフで、点直線がそ
の曲線の近似直線である。グラフは上段左か
ら冨田、トゥシュマロフ、中段左からストコフス
キー、ラヴェル、下段左からピアノ、ELPの順で
ある。グラフ下にそれぞれの編曲版の数式が
書いてあるが、これは近似直線の一次式であ

　名曲のなかには様々な編曲があるものが多
い。名曲とは時代を超えて、多くの人に愛され、
その時代の様式に合わせて姿を変え、次の時
代へと受け継がれていく。このことは音楽に
限ったことではなく、文学作品が映画やアニメ
にと時代に合った姿に変えていったり、和食が
フランス料理のように姿を変えたりと、人に愛
されるものは必ず姿を変え、永続的に我々を楽
しませてくれる。今回のプログラムの『展覧会
の絵』もまた、世界的に愛されている名曲であ
り、多くの音楽家が調理法を変えて発表してき
た曲である。
　楽曲のタイトルのように、この作品は美術館
巡りのような標題となっているが、ムソルグス
キーの友人、建築家で画家のヴィクトル・ハル
トマンへのオマージュとして作曲されたものと
されている。ハルトマンは39歳で夭折したが、

他界する3年前からロシアの芸術家仲間の
サークルで知り合い、意気投合する。ムソルグ
スキーにとってはまさに友情が深まってこれか
らという時の死であるため、その無念さは大き
かったに違いない。ハルトマンの死の翌年、彼
の作品を集めた遺作展が母校のペテルブルク
美術アカデミーで開催されたが、この半年後
に組曲『展覧会の絵』が完成された。絵を飾っ
た遺作展は期間限定のものであるが、音楽作
品としてハルトマンの偉業を後世に残すことに
成功したムソルグスキーの彼への友情はとても
深いものと感じる。

　さて、私自身、絵画は大好きであるが、中で
もゴッホの「ひまわり」がお気に入りである。小
学校低学年の時に、はじめて「ひまわり」を見
た時、その明るいオレンジ色に衝撃を受けた。

S y m p h o n y  L o u n g e  ［シンフォニー・ラウンジ］

『展覧会の絵』 色 いろいろ 
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